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［背景・ねらい］

サルによる農作物被害対策には、集落ぐるみの追い払いが効果を発揮することが既往の

研究で示されているが、被害地域で集落ぐるみの追い払いの実践を促すには、集落ぐるみ

の追い払いにより、サルの集落への接近や遊動域が実際に変化することを実例として示す

ことが効果的である。そこで、集落ぐるみの追い払いを開始する前後年のサルの遊動域を

調査し、追い払いによるサルの行動変化を確認する。

［成果の内容・特徴］

１．対象とするサル群はＩ市Ｏ地区８集落を主なエサ場として遊動している群れであり、

個体数は５５～６０頭である。また、集落Ａはこの群れの遊動域の西端に位置する。

２．集落 では平成 年 月頃から集落の体制整備を進め 「集落ぐるみの追い払い」A 21 6 、

に取り組んでいる。その他の集落では個々の追い払いのみであり、集落が一体となった

「集落ぐるみの追い払い」は実施できていない。

３．平成 年６月と、平成 年５月に、集落Ａ～Ｆの全戸を対象とし、過去 年間のサ21 22 1

ルの目撃回数、追い払いの実施状況についてアンケートを実施した。この結果に基づい

て、集落毎の追い払いの取り組みを指数化した。その結果、集落 の集落ぐるみの追A

、 （ ）。い払い指数は から に向上したが その他の集落はほぼ横這いとなっている 表１49 73

A 20 22 VHF４ 集落 が集落ぐるみの追い払いを始める前の平成 年と 実施後の平成 年に． 、 、

発信器付き首輪またはＧＰＳ付き首輪を装着した群れ内のメス個体の位置を調査し、そ

100m 200mの位置を地図上に記す 図１ ２ そして 農地と森林の境界線から 以内（ 、 ）。 、 、

以内、集落の境界線以内にそれぞれポイントが位置した回数を計測すると、集落 でA

はサルの接近が大幅に減少しており、このサル群が集落 を避け、遊動域が変化したA

ことが示される （図２ 。。 ）

５．集落 から では、農地の面積や栽培状況、サルに効果を持つ柵やネットの設置状A F

況に大きな変化はなく、大規模な捕獲も実施されていないことから、遊動域の変化は集

落 が実施した集落ぐるみの追い払いの効果であると考えられる。A

６．集落ぐるみの追い払いを実施した集落 とそれ以外の集落の集落ぐるみの追い払いA

指数には明確な差があり、集落ぐるみの追い払い指数により、集落ぐるみの追い払いの

進展の程度を把握することができる。

［成果の活用面・留意点］

１．集落 で合意形成がなされた「集落ぐるみの追い払い」とは、( )集落内でサルを見A 1

た場合は必ず追い払う ( )集落の誰もが追い払う ( )サルの侵入した場所に集まって2 3

複数人で追い払う。というものであり、( )～( )を現す指標として、それぞれ「対目撃1 3

追い払い率 「農家参加率 「予防的追い払い率」を算出した。」 」

２．個体数がこれ以上で、群れの遊動域の中央部に集落が存在する様な状況下での効果に

ついては、今後、さらなる検証が必要と思われる。

３．この結果は、集落ぐるみの追い払いによるサルの被害軽減効果を示す結果として、集

落での農作物被害防除対策に活用できる。






